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た
。

　

田
澤
支
部
長
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
星
野
本
部
常
任
中
央

執
行
委
員
よ
り
「
組
合
活
動

の
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。」
と
来
賓
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
所
沢
支
部
に
異

動
す
る
佐
藤
書
記
あ
い
さ

つ
、
上
薗
書
記
長
に
よ
る
一

般
経
過
報
告
が
行
わ
れ
、
小

川
財
政
部
長
よ
り
決
算
報

告
、
森
田
・
中
村
・
西
会
計

監
査
よ
り
監
査
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
を

含
む
財
政
部
、
賃
金
労
働
対

　

５
月
22
日
（
日
）
朝
霞
市

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
18

回
支
部
定
期
大
会
が
開
催
さ

れ
、
代
議
員
28
人
・
支
部
役

員
20
人
・
特
別
代
議
員
8
人

の
56
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
規

模
縮
小
、
時
間
短
縮
で
行
わ

れ
、
昨
年
同
様
、
全
体
会
だ

け
の
定
期
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

栗
田
実
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
、
松
原
資
格
審
査
委
員

長
の
報
告
の
あ
と
、
議
長
に

亀
山
章
さ
ん
（
中
央
）
を
選

出
し
、
議
事
に
移
り
ま
し

策
部
、
技
術
住
宅
対
策
部
、

社
会
保
障
対
策
部
、
共
済

部
、
組
織
部
、
次
世
代
部
、

教
育
宣
伝
部
の
順
に
提
案
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
上
薗
書
記

長
の
総
括
の
あ
と
、
役
員
選

挙
へ
と
続
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
信
任
投
票
は
行
わ

ず
拍
手
で
の
確
認
と
な
り
、

丸
山
新
支
部
長
よ
り
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
は
組
織
表
彰
と
し
て

朝
霞
北
分
会
、
教
宣
表
彰
と

し
て
根
岸
分
会
、
志
木
分

会
、
健
診
受
診
表
彰
と
し
て

　

大
会
参
加
者
の
皆
さ
ん
早

朝
よ
り
お
疲
れ
様
で
す
。
こ

の
間
の
運
動
の
成
果
と
し

て
、
13
年
に
お
よ
ぶ
ア
ス
ベ

ス
ト
闘
争
が
昨
年
５
月
に
国

を
相
手
に
勝
利
を
収
め
ま
し

た
。
国
と
の
和
解
が
進
み
、

裁
判
を
行
わ
な
い
で
も
補
償

が
受
け
ら
れ
る
準
備
が
進
ん

で
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
建

材
メ
ー
カ
ー
も
含
む
基
金
制

度
の
創
設
を
求
め
て
奮
闘
し

ま
し
ょ
う
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
に
つ
い
て
、
日
本
で
も
軍

事
力
を
高
め
る
意
見
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
軍
事
対
軍

事
で
は
絶
対
に
最
終
解
決
は

出
来
ま
せ
ん
。
最
後
に
は
必

ず
話
し
合
い
に
な
り
ま
す
。

日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
を

維
持
す
る
た
め
、
夏
の
参
院

選
で
は
奮
闘
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
脱
退
者
が
加
入
者

を
超
え
る
状
況
が
続
い
て
い

西常任執行委員による団結ガンバロー

志
木
分
会
、
埼
玉
土
建
機
関

紙
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
と

し
て
志
木
分
会
、
署
名
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
達
成
表
彰
、
顕

彰
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
よ
り
朝
志
和
支
部
に

赴
任
す
る
深
澤
書
記
あ
い
さ

つ
、
藤
原
副
支
部
長
に
よ
る

決
議
案
提
案
と
採
択
、
田
澤

副
支
部
長
に
よ
る
ス
ロ
ー
ガ

ン
提
案
と
確
認
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
西
常
任
執
行
委
員

に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
す
。
組
織
建
設
で
増
勢
を

勝
ち
取
る
の
は
難
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
続
け
、
３
０
０
０

人
の
朝
志
和
支
部
の
早
期
復

活
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
大
会
で
勇
退
さ
れ

る
高
橋
文
雄
さ
ん
、
高
橋
孝

雄
さ
ん
、
高
橋
稔
さ
ん
長
年

に
わ
た
り
組
合
の
先
頭
に
立

ち
奮
闘
さ
れ
ま
し
た
。
本
当

に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

5 月号の第 203 号のクロスワー
ドの文章に誤りがありクロスワー
ドが完成できませんでした。謹ん
でお詫び申し上げます。

新役員さいさつで決意を語る丸山新支部長＝朝霞市産業文化センター

冒頭の支部長あいさつ＝田澤支部長
　

ゼ
ネ
コ
ン
や
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
の
も
と
で
働
く
建
設
従

事
者
の
実
態
把
握
と
要
求
の

実
現
に
向
け
、
資
本
従
事
者

の
会
と
大
手
企
業
交
渉
に
取

り
組
み
ま
す
。
夏
と
冬
に
取

り
組
む
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
行
動
で

は
、
現
場
調
査
と
地
元
企
業

訪
問
に
取
組
み
、
結
果
を
自

治
体
に
返
し
「
公
共
工
事
現

場
の
賃
金
・
単
価
の
引
上

げ
」「
労
働
環
境
の
改
善
」

を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
公
契

約
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
朝

霞
市
で
行
っ
て
い
る
「
労
働

環
境
の
把
握
の
た
め
の
調

査
」
を
和
光
市
、
志
木
市
に

も
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

24
年
4
月
に
は
建
設
業
の

働
き
方
改
革
の
猶
予
期
間
が

終
る
た
め
、
36
協
定
の
締

結
、
就
業
規
則
な
ど
の
「
学

習
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
建
退
共
の
普
及
や

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
の
登
録
推
進
、
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
、
不
払
い
な
ど
の

「
な
ん
で
も
相
談
活
動
」
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

相浦部長

働
く
ル
ー
ル
の
前
進
に
向
け

賃
金
労
働
対
策
部
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20
年
に
石
綿
ば
く
露
防
止

を
促
進
す
る
た
め
「
石
綿
障

害
予
防
規
則
」「
大
気
汚
染

防
止
法
」
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
23
年
10
月
以
降
は
建
築

物
の
解
体
・
改
修
を
行
う

際
、
有
資
格
者
に
よ
る
「
事

前
調
査
」
が
義
務
付
け
ら

れ
、
そ
の
有
資
格
者
と
な
る

た
め
に
は
石
綿
作
業
主
任
者

を
終
了
し
て
い
る
者
と
同
程

度
の
知
識
を
有
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

第
45
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ

ー
は
仲
間
の
仕
事
お
こ
し
に

向
け
て
、
６
月
12
日
に
コ
ロ

ナ
禍
以
前
と
同
様
に
一
日
で

開
催
し
ま
す
。
企
画
は
包
丁

研
ぎ
、
ま
な
板
削
り
、
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
、
住
宅
相
談
か
ら

分
会
が
で
き
る
企
画
を
選
ん

で
取
り
組
み
ま
す
。　

　

住
推
協
の
登
録
推
進
、
毎

月
の
求
人
求
職
情
報
の
発

行
、
住
宅
セ
ン
タ
ー
づ
く

り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
学
習
会
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

健
康
診
断
は
５
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
計
22
回
設
定
し

ま
す
。
新
年
度
も
健
診
受
診

率
70
パ
ー
セ
ン
ト
の
目
標
を

設
定
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
結
果
説
明
会
へ
の
参

加
、
結
果
票
の
コ
ピ
ー
回
収

な
ど
を
実
施
し
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
健
康
診

断
の
分
会
受
付
は
部
長
会
議

で
協
議
の
う
え
再
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
証
渡
し
会
の

実
施
、
集
団
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
検
討
を
し
ま

す
。

　

土
建
国
保
の
保
険
料
が
、

一
家
庭
あ
た
り
月
額
約
６
０

０
０
円
引
き
あ
が
り
ま
す
。

土
建
国
保
は
仲
間
の
賃
金
の

上
が
ら
な
い
な
か
、
10
年
間

保
険
料
を
引
き
上
げ
ず
、
積

立
金
を
切
り
崩
し
て
国
へ
の

拠
出
金
を
支
払
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
年
々
増
加
す

る
国
へ
の
拠
出
金
に
よ
っ
て

積
立
金
が
減
少
し
、
保
険
料

引
き
上
げ
と
い
う
苦
渋
の
決

断
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
霞
・
志
木
・
和
光
市
の

人
口
は
都
心
に
近
い
こ
と
も

あ
っ
て
３
市
と
も
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
大
企
業
や
他
組

合
の
組
合
員
を
除
い
て
も
対

象
者
は
ま
だ
ま
だ
い
ま
す
。

「
ま
ず
は
２
９
０
０
人
の
組

織
数
復
活
」
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
22
年
度
の
組
織

建
設
目
標
は
、
22
年
３
月
現

勢
１
パ
ー
セ
ン
ト
実
増
を
目

指
し
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
土
建
国
保
を
は
じ

め
、
共
済
会
業
務
な
ど
組
合

の
魅
力
を
実
感
す
る
仲
間
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
組

合
の
脱
退
防
止
に
繋
げ
て
い

き
ま
す
。

　

次
世
代
層
か
ら
の
活
動
家

作
り
を
す
す
め
、
事
業
所
対

策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
働
き
方
改
革
」
が
は
じ

ま
り
、
建
設
業
へ
の
猶
予
期

間
は
23
年
度
で
終
了
し
ま

す
。
事
業
所
訪
問
や
学
習
会

で
仲
間
に
周
知
し
て
い
き
ま

す
。

　

組
合
員
と
し
て
組
合
費
納

入
を
班
会
議
で
行
う
こ
と
を

徹
底
し
、
納
入
率
向
上
を
目

指
し
ま
す
。
毎
月
の
未
納
者

リ
ス
ト
を
元
に
財
政
部
長
だ

け
が
対
応
す
る
の
で
は
な

く
、
支
部
・
分
会
・
班
役
員

と
支
部
が
協
力
し
未
納
者
を

減
ら
す
努
力
を
し
ま
す
。
ま

た
、
納
入
ル
ー
ル
を
理
解
し

て
も
ら
う
努
力
を
し
ま
す

　

事
業
所
を
脱
退
す
る
従
業

員
や
国
保
を
脱
退
す
る
仲
間

に
は
「
建
設
業
を
続
け
る
」

な
ら
組
合
は
残
れ
る
こ
と
を

伝
え
、
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を

説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

５
月
27
日
か
ら
６
月
２
日

ま
で
に
地
域
ご
と
に
開
催
す

る
「
新
役
員
学
習
会
」
で
は

納
入
ル
ー
ル
と
実
務
の
仕
方

を
学
習
し
ま
す
。

　

分
会
財
政
に
つ
い
て
、
統

一
し
た
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
最
低
ル
ー
ル
と
し
て

「
本
部
の
分
会
財
政
活
動
の

手
引
き
」「
本
部
大
会
で
確

認
し
て
い
る
こ
と
」
を
守
り

な
が
ら
分
会
活
動
の
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

新
し
い
活
動
家
づ
く
り
に

む
け
て
全
分
会
で
部
長
・
副

部
長
が
確
立
で
き
る
よ
う

に
、
分
会
の
様
子
を
確
認
し

な
が
ら
現
状
に
あ
わ
せ
て
呼

び
か
け
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
年
度
途
中
で
も
部
長
・

副
部
長
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。
情
勢
を
確
認
し
つ
つ
、

７
月
を
め
ど
に
行
事
や
学
習

会
を
企
画
し
ま
す
。

　

次
世
代
役
員
の
登
用
の
た

め
、
次
世
代
役
員
に
よ
る
訪

問
行
動
を
行
い
、
行
事
な
ど

の
参
加
を
訴
え
ま
す
。

　

ま
た
、
青
年
部
三
役
体
制

が
確
立
で
き
て
い
る
の
で
、

今
後
の
運
営
体
制
の
強
化
や

次
世
代
役
員
育
成
に
つ
い
て

の
援
助
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
活
動
そ

の
も
の
が
制
限
さ
れ
る
な

か
、
組
合
の
方
針
や
本
・
支

部
の
奮
闘
を
定
期
的
に
伝
え

る
と
い
う
機
関
紙
の
役
割
が

再
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
宣
部
で
は
支
部
機
関
紙

の
定
期
発
行
を
行
い
ま
す
。

21
年
11
月
か
ら
班
会
議
が
再

開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
「
支
部

行
事
」「
分
会
行
事
」
が
旺

盛
に
開
催
で
き
る
見
通
し
は

た
ち
ま
せ
ん
。
感
染
収
束
の

見
通
し
が
た
ち
、
支
部
行

事
・
分
会
行
事
が
行
え
る
時

期
ま
で
は
、
現
状
の
ま
ま
２

面
だ
て
と
し
、
新
年
号
は
21

年
と
同
様
に
郵
送
と
し
ま

す
。
支
部
機
関
紙
が
２
０
０

号
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
縮

刷
版
の
発
行
に
つ
い
て
教
宣

部
長
会
議
で
討
議
し
ま
す
。

　

全
て
の
分
会
で
年
１
回
以

上
の
分
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

を
目
指
し
、
分
会
ニ
ュ
ー
ス

作
成
会
の
開
催
を
検
討
し
ま

す
。

水野技住対部長高橋社保対部長

名雪組織部長

高橋教宣部長

西次世代部長

小川財政部長
　

仲
間
と
の
助
け
合
い
制
度

の
傷
病
見
舞
金
や
各
種
祝
金

制
度
の
学
習
を
年
度
初
め
の

共
済
部
長
会
議
で
行
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中

断
し
て
い
た
総
合
共
済
の
班

審
査
の
再
開
を
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
就
学
・
卒
業
の

祝
金
や
、
長
寿
の
祝
金
の
申

請
対
象
者
を
分
会
・
班
へ
お

知
ら
せ
し
、
申
請
も
れ
を
無

く
し
ま
す
。

　

６
月
か
ら
12
月
を
「
自
動

車
共
済
見
積
も
り
運
動
」

「
火
災
・
地
震
共
済
」
の
第

一
推
進
期
間
、
１
月
か
ら
４

月
を
「
自
転
車
共
済
サ
イ
ク

る
ん
」「
こ
く
み
ん
共
済
」

の
第
２
推
進
期
間
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
第

１
、
第
２
推
進
期
間
前
に
推

進
員
会
議
を
開
催
し
、
共
済

制
度
の
学
習
や
取
組
み
の
提

案
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
た
す
け
愛
☆
通

信
」
の
発
行
や
前
進
座
の
取

り
組
み
な
ど
の
文
化
活
動
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

高橋共済部長

仕
事
と
経
営
を
守
る
取
組
み

技
術
住
宅
対
策
部

組
織
を
強
化
す
る
た
た
か
い

組
織
部

共
済
活
動
の
強
化
・
発
展
を

共
済
部

次
世
代
か
ら
の
活
動
家
作
り

次
世
代
対
策
部

社
会
保
障
を
守
る
た
た
か
い

社
会
保
障
対
策
部

　

長
年
支
部
役
員
と
し
て
奮

闘
し
て
き
た
高
橋
稔
さ
ん
、

高
橋
孝
雄
さ
ん
、
高
橋
文
雄

さ
ん
が
今
大
会
を
も
っ
て
勇

退
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
志
和
支
部
で
８

年
間
奮
闘
し
て
き
た
佐
藤
書

記
が
所
沢
支
部
へ
異
動
と
な

な
り
ま
す
。

　

支
部
長　

丸
山
勝
己

　

副
支
部
長　

栗
田
伴
春

　

副
支
部
長　

田
澤
達
好

　

副
支
部
長　

藤
原
忠
夫

　

書
記
長　

上
薗
晃
勇

　

書
記
次
長　

井
口
尚
久

　

書
記
次
長　

小
須
田
恵
美

退任のあいさつにたつ高橋稔さん（左）
高橋孝雄さん（中）、高橋文雄さん（右）

共
済
活
動
の
強
化
・
発
展
を

共
済
部

次
世
代
か
ら
の
活
動
家
作
り

次
世
代
対
策
部


